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[坂野] 

はい、お電話代わりました坂野です。 

[野村] 

富岡、野村と申します。お世話になります。 

[坂野] 

お世話になってます。 

[野村] 

あのメール見てるんですけど、ちょっと確認したいことがあって、お電話したんです

けど。 

[坂野] 

はい。 

[野村] 

ミナカミさんって観光の方、ミズカミさんかな。 

[坂野] 

水上（ミズカミ）。観光課長です。 

[野村] 

水上さんは何のために入ってるんですか、名前は。 

[坂野] 

ＪＲＴとか、チセヌリスキー場の関係は商工労働観光課で。 

[野村] 

水上さんは、入らなくてもいいです。それよりも、いま問題にしてるのは、前回の文

書不存在なんですね。文書不存在。で、あなた方の、言ってる主張が「自分たちの、

自分たちが雑談と判断したものは、記録を残さない」ということを、公然と行って
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る。明らかに、文章のあってしかるべきものがないのが、あまりにも多すぎる。ＪＲ

Ｔについては、全て雑談で契約に至ったということになっちゃうわけなんです。それ

についての、あなた方の情報、あなた方、総務課としての、総務課が基本的に行政文

書の・・・文書公開じゃなくて、その公文書の、記録の、一応責任者は各部署ごとに

あって、一応部下毎でいけば、総務課がキーですよ。 

[野村] 

だから、総務課の課長、水上さんいなくてもいいから、渡辺さん。町長・副町長がい

ないんだったら渡辺さんです。渡辺さんに来てもらって、これ問題にするつもりで言

ってるんですけどね。とんでもない、あなたがやってることは。とんでもない。とこ

とん追求しますからね。とんでもない。本当に。 

最低でも、町長・副町長がいないんだったら、渡辺さんです。渡辺さんが来れる日を

踏まえて、日程を設定してください。だから、金曜日で概ねＯＫなんで、「渡辺さん

が金曜日来れますよ」ということだったら、金曜日の１１時で構いませんので。 

[坂野] 

分りました 

[野村] 

その調整をお願いします。 

[坂野] 

えぇ、分かりました。 

[野村] 

はい、よろしくどうぞ。 

[坂野] 

はい、失礼します。 


